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第一章 緒 言

1娩近 、 内分 泌 璽 ノ進 展 ・=esヒ、 内分 泌 ガ生 活機

轄 テ統 制 調 節 ス ル有 力 ナ ル因 子 タ ルハ周 知 ノ事

實 ナ リ.殊 二 甲状 腺 ハ諸 種 内分 泌 臓器 中 最 モ重

要 ナ ル そ ノ ノー ツニ シテ其 ノ新 陳代 謝 二及 ボ ス

影 響 モ亦 大 ナ リ.古 來 甲状 腺 腫 ト結 核 トノ間 ニ

ハ 特 種 ノ關係 ア リ ト思 惟 セ ラ レ、α℃assanハ 結

核 家 族 二 於 テ 甲黙 腺 腫 患 者 ガ 結 核 感 染 ヲ見 レ

タル テ報 ジ、 噸Hambur冥er。{3)Rokitansky,

{4,VirchOw ,lmvirty&Giraud霊 等 モ 甲状 腺 腫

患 者 ガ結 核 二封 シテ免 疫 性 ヲ有 シ、 從 ヅテ結 核

二犯 サ ル ・事 少 ナ シ ト云 ヘ リ。他 面 結 核 ノ初 期

二於 ケ ル症 状 ガ甲 状 腺機 能 充 進 症 二類 似 シ、 且

屡 ヒ該 腺 ノ腫 脹 テ観 ル事 アル ハ{8,Betz,〔7)Bial(レ

kur,{8}vtBrandenstein,{9)Saathof等 ノ認 ム

ル塵 ニ シ テq甥 犬腺 ノ機 能 充 進 ハ 結 核 二 封 シ テ有

敬 ナ ル 防 禦 作 用 テ螢 ム モ ノニ シ テ 結 核 感 染 拉 晶

蔓 延 ヲ 抑 墜 ス ル ト ノ 見 解 テ 持 シ、(tOIKal16su.

Kentzler,1圭Webb,/エ ℃ 。Schr6der,i3Gilbert

&Ryder等 ハ 甲 状 腺 物 質 テ 以 テ 結 核 ・=9Nス ル

治 療 的 敬 果 ヲ期 待 セ ル モ 、 紬Ferrannini,1犯o-

uland,⑯Lambea等 ハ 却 ツ テ 檜 悪 的 影 響 ア リ

ト反 駁 シ、 〈獅Hanus、(ee)ff丸 、 ⑳ 森 等 ハ 特 異 ノ

影 響 ナ シ ト セ リ。 又Ci$Ferrant,(19)Stefkou.

Tscherkowa,㈱ 福 士 、fes高1魑 、 働 石 丸 等 ハ結 核

二 罹 患 ス レ バ 其 ノ初 期 二 於 テ 甲 状 腺 ノ腫 大 、 機

能 充 進 拉 二病 理 組 織 學 的 二 複 雑 ナ ル攣 動 テ誘 登
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シ、慢 性 結 核 又 ハ重 症 ニ ナ レバ退 行 牲 攣 牲 ヲ招

來 スル モ ノナ リ ト云 ヘ リ.

次 二 甲歌 腺 機能 バ映損 ガ結 核 二 向 ツ テ如 何 ナ ル

影 響 テ興 フ ル乎 二就 キ、 文 献 ヲ観 ル ー::-f2{'Lora-

nd,fl2、G.Schr6der,⑳Girand、 ⑯ 川 上 、 職森 、

⑳ 赤 澤 等 多撒 ノ報 ズ ル如 ク該 腺 機 能 ノ減 弱 ハ新

陳 代 謝 ヲ低 下 セ シム ル故 、個 艦 ノ抵 抗 力 テ滅 弱

セ シ人 一般 二其 ノ感 染及 ビ蔓 延 テ助 長 シ、病

機 ノ進 行 二 悪 影 響 ヲ及 ボ ス ト,,近時gc>Kal16su.

Kentzlerハgツ ベ ル ク リ ン。ア レル ギー」ト甲状

腺 機 能 ト ノ關 係 二就 テ、 該 腺 機 能 減 退 症 糖 呈

シ タル患 者 ニ テハ 、 ・ツ・ぐル ク リ ン」二封 スル局

所 反 鷹 ハ 全 ク瑳 現 セザ ル カ、 極 メ テ微 弱 ナ ル ニ

「チロ キ シ ン藩療 法 ヲ行 ヒ タル結 果 、 機能 滅 退 症

獣 ノ輕 快 テ來 ス ト共 二顯 著 ナ ル 「ツベ ル ク リ ン」

感 受 性 ノ蕨 現 ヲ観 …22)石丸 モ 「ツベ ル ク リ ン」二 、,

封 スル反 鷹能 力 ト甲状 腺 機 能 ト ノ間 ニー 定 ノ關

係 テ認 メ タ リ。 斯 ク結 核 ト甲歌 腺 ト ノ關係 二就

テハ 各方 面 二亙 リ テ ノ業 績 甚 ダ 多 シ。 而 シテ結

核 ノ登 瑚 ガ春 機饗 動 期 乃 至 青年 期 二 多 キ事 實 ト

同 時期 二春 機 磯 動 期 性 甲状 腫 腺 ノ多 キ事 實 ガ時

期 的 二 合致 スル購 ハ塞 二興 味 アル問題 ナ リ.實

際 臨林 上 余等 ガ甲歌 腺 腫 デ作 フ初 期 結核 患 者 二

遭 遇 ス ルf経 験 スル 事 ア リ,,瀦Turbanハ 曾 テ

結 核 療 養 所牧 容 患 者 ノ15%ニ バ セ ドウ氏 病 様 ノ

症 、l/3認 メ タ リ ト云 セ、{XB{alokur,eeLorand,

脚P .Kauf】mannモ 同様 ノ事 實 ヲ報 ゼ リ。v8」飯

塚 教 授 ハ10年 間 ノ同 内科 外 來 患者;二4,435名 中

913名 ノ甲歌 腺 肥 大 患 者 二 就 テ ノ詳 細 ナ ル統 計

的 観察 テ施 行 セ リ.今 村 教授 ハ 甲状 腺 肥 大 アル

者 ニ テ活 動 姓 結核 ヲ件 フ者 ト俘 ハ ザ ル者 トア リ

テ、後 者 ガ微熱 テ有 スル トモ活 動 牲 結 核 テ有 セ

ザ ル者 轟興 味 ヲ持 チ余 テ シテ臨 躰 的 統 計 的 ノ観

察 ヂ ナ サ シム ト共 二、 他 面 含 水炭 素 代謝 並 二蛋

白 中間 代謝 方 面 ヨ リ ノ検 索 テ行 ハ シメ タ リ.弦

二其 ノ成 績 ヲ述 べ、 醐 犬腺 ト結 核 ト ノ關係 二論

及 セ 〉 トス.

第二章 試験方法

被検者ハ今村内科外來、 入院患者及 ビ今村内科

ニテ取 リ扱 フ大阪府健康相談所 ノ外來患者 ニテ

結核二關スル臨躰的調査 ヲナセルモノニシテ甲

獣腺 ノ肥大 テ俘 ヘルモ ノナリ。血液検査二要 ス

ル探血ハ、 スベテ患者 ノ蓋食前 ノ室腹時二行ヘ

リ。而 シテ被検者 ノ肘静脈 ヨリ採血 シタル血液

二就 テ、 可 及 的 速 カニ血 糖 量 、 血 清沃 度 酸 値 、

赤 血 球 沈 降 速 度 テ夫 々 ハ ー ゲ ドル ン ・エ ンセ ン

氏 微 量 定 量 法 、 西 垣 氏 血清 沃 度 酸値 測 定攣 法 、

ウェ ス テル グ レ ン・カザッ氏 法 二從 ヒ既 定 ノ如 ク

測 定 シ、 前 報 二準 ジ テ記 載 テ行 ヘ リ、

第三章 試験成績虹二考察

第一節 甲歌腺腫 ノ分類 二就 テ

甲状 腺 ハ 種 々 ナ ル場 合 二肥 大 シ、 其 ノ程 度 モ亦

種 々 ア リ。 辛 ウ ジテ鰯 レ得 ル モ ノ叉 認 メ得 ペ キ

モ ノ ヨ リ人 頭 大 以 上 二及 ブモ ノァ リ.其 ノ機 能

ノ黙 ヨ リ観 ル モ、 正 鴬 ノモ へ 充 進 ス ル モ ノ或

ノ・低 下 スル モ ノ等 ア リテ古來 甲歌 腺 腫 ノ分 類 二

就 テノ・種 々論 議 サ ル慮 ナ リ。例 之D・Daniel◎-

poluノ ・ル ー マ ニ ヤ ニ於 テ 偶 登 性 及 ビ 地方 性 ノ

甲状 腺 腫 患 者38657名 ヲ観察 シ次 ノ4種 二分 テ

リδ

1・Normothyr◎idie:機 能 的 慶 化 ナ キ嚢 腫 其

ノ他

2.Hyperthyr◎idies:機 能≧充 錘韮 アル バ セ ド ウ

氏 病 其 ノ他

3・Hypothyr◎idie:粘 液 水 種 、rク レ ア チ ニ

ス ム 勺 、 ソ ノ他

4・AffektionParag◎iteuse二 甲 状 腺 牲 白 痴
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ソノ他

働辻教授 ハ地方病性 甲朕腺腫及 ビ甲状腺 ノ腫瘍

黙芝
(病理解剖的艶

腺 腫 性 甲状 腺 腫

膠 様 性 甲状 腺腫

増殖 性 甲状 腺腫

ノ如 キ特 殊 ノモ ノテ除 キ、 大 略 次 ノ3種 二轟別

セ ラ レ タ リ。

(註 一→ 全 部

余ハ 漁飯塚教授二倣 ヒ、臨躰的所見二依 リ、次

ノ如ク分類 セリ・.本扁二於テハ地方病性甲状腺

腫又ハ甲獣線 ノ腫瘍ハ含 マ レズ。

1.輩 純性甲状腺腫 腫大度小 一=一シテ硬度一

檬、甲}伏腺機能正常又ハ低下 ス。余ハ更二之ヲ

合併症 ノ如何等ニ ヨ リ病的及 ビ非病的二分 テ

リe

2.實 質性甲歌腺腫 李等二増大 シ、腫大度比

較的小、硬度一様、 甲黙腺機能充進 シ、賑搏頻

薮、褒汗、心悸充進、震顔、精紳歌態 ノ障碍等

ノ種 々ナル症黙テ認 ム。

(臨 林 的)

畢難 羅縢農胃 雛 群
甲状 腺 機 能 充 進 症)縮 一騨戯ゆ 機 能 進 充

眼 球 突 出 性 甲状 腺 腫極
鍵 セ ド ウ 氏 病)

一 → 一 部 一 → 小 部)

3.バ セ ドウ 氏 病 前 記 ノ機 能 充 進 症 一:・周 知 ノ

如 キ次 ノ眼 症 状 テ作 フ(Exophthalmus,Grae。

feschesZeichen,MoebiusschesSymptom,

Stellwagsches・Symptom,其 ノ他Jellineck,

Rosenbach,Riesmann,Joffroy,Dalrymple,

Topolanski症 状etc>.

他 二

腺 腫 性 甲 状 腺 腫 硬 度 ヲ異 ニ ス ル 結 節 テ燭 知

ス。 機 能 多 ク ハ κ 進 叉 ハ 正 常 ナ リ。

膠 榛 甲 歌 腺 腫 腫 大 度 大 ニ シ テ 波 動 ヲ鰯 知 ス.

機 能 低 下 ス ル 事 多 シ。

第二節 甲釈腺肥大者 ノ臨淋的並二統計的観察

被 検 者 ハ108名 ニ シテ第1群 ト シテ ハ、 明 カニ

活 動 性 結 核 叉 ハ之 二近 キ結 核 テ合 併 セ ル 甲状 腺

肥 大 患者36名/第1表)、 第2群 トシテ ハ著 明 ナ

ル結 核 ヲ 有 セザ ル 所 謂 輩 ナ ル 甲 歌 腺 肥 大 者62

名 ぐ第2表)、 第3群5シ テ ハ封 照 トシテ バ セ ド

ウ氏 病 患 者10名{第3表)ノ3群 二 分 チ 観 察 テ

行 ヒ タ リ、 要 スル ニ活 動 性 ノ結 核 ノ有 無 ニ ヨ リ

甲封犬腺 肥 大者 ラ分 類 セ リ.

第 一 項 性 別 及 ビ年 齢 トノ關 係

第1群36名 中男12名 、 女24名 、 第2群62名

中、 男44名 、 女48名 、 第3群10名 中 、 男4

名 、 女6名 ニ シテ、 計 男30名 、 女78名 帥 チ男

女 ノ比 ハ1:2、6ナ リ.殊 二第2群 帥 チ活 動 牲 結

核 患 者 及 ビバ セ ドウ氏 病 テ除 外 セ ル所 謂 輩 ナ ル

甲歌 腺 肥 大 者 ニ テハ 、 ソ ノ比1:3.5ヲ 示 シ断 然

女 子 二 多 シ。

次 二年 齢 別 二 観 察 スル ニ 男女 ヲ通 ジ、 過 牛 撒 以

上`殊 へ 第2群 ニ テハ ソ ノ;9/4)ハ17、8歳 ヨ リ

24、5歳 迄 ノ春 機 護動 期 ヨ リ 青 年期 二到 ル者 ナ

リ。 之 等 ノ成 績 ハ 飯 塚 教 授 等 ノ報 告 二略 ㌃一 致

スル モ ノナ リ。

第 二 項 住 居 、職 業 、 榮 養 状 態 トノ關 係

古 來 甲状 腺 腫 ハ地 方 病 的 二登 現 ス ル事 ハ周知 ノ

如 シ.即 チ地 理 的 二流 行 地 ラ認 メ、 一 般 二沃 度

ノ鋏 乏 セ ルニヒ壌 、 河 川 、 沼 池 、 地 下 水 、 高原 、

李 野、 又 ハ 遺 博 龍 質 等 種 々論 議 サ ル塵 ナ レ ド、

本 扁 二於 テハ 、 カ ・ル地方 病 性 甲状 腺腫 ヲ省略

セ リ。 依 ツテ僅 ヵ108名 中 ヨ リ住 居 、職 業 的 二

八 ・定 ノ關 係 ヲ探 知 シ得 ザ リキ。榮 養 状 態 二就

テノ・第1群 、 第3群 テ除 ケバ特 二低 下 セ ル ヲ認

メ ズ.ム シロ 輩純 性 ノ春機 叢 動 期 性 甲黙 腺腫 ノ・

盤 格 榮 養共 二佳 良 ナ ル{建康 者 二観 ル事 多 シ.郎

チ非 病 的 ト認 メ ラル ・者 多 シ.

第 三 項 主 訴(殊 二微 熱 二就 テ

被 検 者 ノ主 訴y各 ニ ツ宛 選 ビ表 示 セ リ。第3群 ヲ

除 キ第1群i第2群98名 二就 テ述 ボ ンe圭 訴 ノ
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第Il號 】池 内=活 動性結 核 ヲ俘 フ蚊 二之 ヲ件 ハザル甲状腺肥大症 二於 ケIL血糖雌 メ血 清沃 度酸値 轟就 ア785
継

中最 モ 多 キハ微 熱 ナ リ。98名 中64名 齢 チ66覧

二相 當 スね 次 二全 身 倦 怠感 ニ シテ43名 、44%

ナ リ。次 デ心 悸 充進19名 、 咳漱 喀擁15名 、 胸

痛(胸 部 歴 迫 感 ヲ含 ム>13名 、頭 痛 、 前頸 部 腫 大

各 々9名s肩 凝8名 、 食 慾 滅 退7名 、 騒痩 腹 痛

各 セ4名 、 睡 眼 障 碍1名 トナ レリe今 之 テ第1

徽 第2群 ト別.th観 察 スル モ微 熱 、 全 身 倦 怠 ハ

夫 々前者 轟 テ ハ36名 中24名 、14名 、 後 者 ニ テ

ハ62名 中40名 、29名 ト断 然 多 シe但 シ第1群

エ テハ結 核 ノ主 症 歌 タ1・咳漱 喀 疾 、 胸 痛 ガ第2

群 ニ テ ・・心 悸 冗進 ガ比 較 的 多 キノ・當 然 ナ リ.次

轟前頸 部 腫 大 ヲ主 訴 ド ヘル モ ノ98名 中 、僅 カユ

9名=一 過 ギ ザ ルハ(第1群 ニノ、ナ シ〉甲}伏腺 腫ti

自麗 セザ ル モ ノ 多 へ 唯 余 等 ノ診 察 ノ糸吉果 、 始

メ テ知 ル モ ノ多 キ ガ如 ン.或 ハ輕 度 ノ甲状 腺 機

能 充 進症 駄 ラ 自費 スル モ、 他 ノ疾 患 殊 二結 核 牲

疾 患 又 ハ脚 氣 等 トソ ノ症 歌 類 似 スル ヲ以 テ留 意

セ ヌ モ ノ ト思 惟 サ ル.臨 林 的 二結 核 其 ノ他 特 別

ノ疾 患 ナ ク、軍 二 微熱}有 スル モ ノ ノ中 二、カ ・

ル甲状 腺 肥 大 者 二遭 遇 スル 事 ア リ.

第 四 項 合 併 症(殊 二結 核 性 疾 患 ノニ就 テ

今村 内科 二於 テハ 既 二古 ク、 余 モ 亦 前項 ニ テ述

ベ シ如 ク微熱 ト甲}伏腺 肥 大 トハ 密 接 ナ,・關係 ア

リ癖 禰 モ ソ ノ際 合 併 スル疾 患 ト シテ ハ結 核 牲 疾

患 ガ最 モ多 キ モ ノナ ル モ比 較 的 活 動 牲 ノモ ノハ

少 ナ 久 即 チ結 核 ・初期 轟 甲欺 腺 肥 大 ザ俘 ヒ易

ク、 要 ス ルニ微 熱 睡有 人ル モ活 動 姓 結 核 二非 ル

甲状 腺 肥 大 者 ノ アル 壁留 意 シ來 レリ.余 ノ観 察

セ ル活動 性 叉 ハ活 動 姓 ユ近 キ結 核tyf"フ 第1群

ヴ除 キ、 第2群62名 二就 テ観 レハ、肺 門 部 陰 影

中等 度 叉 ハ多 少=聡加 セ ル モ ノ16名 、肺 尖部 漏濁

セル モ ノ5名 、 陳 鶴 樽 肋膜 炎 、慢 牲 氣 管 枝 加 答

見 各1名 計23名 二結 核 性 疾 患 ア リ詑 μチ相 當嶽

轟 於 テ結 核 性 疾 患 ノ合併 アル テ知 リ得 タ リ。 飯

塚教 授 モ 甲状 腺 肥大 患 者 ノ約 牟激 ユ呼 吸器 疾 患

墜認 メ、 合併 症 ノ中 、 最 モ多 キ事 ラ報 缶 セ リ、

1ツ ベ ル ク リ ン」反 慮 ハ 第1群 ハ 勿論 スベ テ陽

牲 、 第2群62中 陽 牲 者41名 、 陰 牲 者21名 、

第3群10名 中、陽盤 者1名 、陰 性 者9名 轟 シテ

}1;ノ多敷 ハ陽牲 ナ リas爾 ホ余 ノ観 察 セ ル ハ セ ド

ウ氏病 患 者 ノ大 多撒 ガ「ッ〈・ル ク リ 擁 反 懸 陰 性

ナ リ シハ興 味 アル 問題 ナ リ.

赤 沈 値 ハ第1群 一・mテハ、 一 般th中 等 度 以 上 促 進

ス ルモ ノ多 ク、 第2群 、第3群 論 テ ハ 中等 値21

以 上 ノモ ノ僅 ヵエ12名 ニ シテ 爾他 ノ・殆)ド 正

常域 ニ ア リテ、 赤 沈 ノ促 進 ハ概 略 的 合 併 症 ノ如

何 二 依 ル 可 ク、 甲状 腺 腫 トノ戚接 ノ關係 ハ認 メ

難 シ.而 シテ結 核 ノ活 動 性 ヲ否 定 ナ シ得 勘 二近

カ ラ ル

爾鯨 ノ合 併 症t・ シテ ハ脚 氣 ガ多 へ 第2群62名

中20名 ニ ア リ。 輩 純 性 甲黙 冠泉肥 大 者 ハ、其 ノ自

魔 症 駄 ヲ鋏 ク者 大 多敷 轟 シテ主 訴 ノ多 クハ症 駄

!相 似 ル脚 氣 、 結 核 性 疾 患 等 二 依 ル モ ノ ト思 惟

サ ル。 卸 チ非 病 的 ノモ ノ多 シ。 次 ニ バ セ ドウ氏

病 二糖 尿 ノ伴 フ事 比 較 的 多 シe第3群10名 中3

名 ニ ァ リ。 爾 第1群 中5名 、 第2群 中一 名 轟認

メタ リ。 コ ノ黙 二關 ニテハ後 述 スベ シ。

第 五項 各 甲歌 腺 腫 ノ頻 度 二 就 テ

第3群 誘除 キ.98名 二就 テ 甲状 腺 機 能 上 ヨ リ観

察 スル ニ輩純 播生 ト見f故スペ キモ ノ77名 、實 質 牲

ト見倣 スベ キ モ ノ21名 ナ リ。 第1群 ニ テノ、36

名 中 、 實 質種 僅 カニ4名 ニ シテ他 ハ 甲歌 線 機 能

芯 轡 認 メ ズ.第2群62名 中 ニ テモ實 質WE17

名 、脚 ヂ ゐ 二機能 ノ〔進 アノレ 済認 メ 短 ノ ミ.而

シテ箪 純 牲 ハ45名(内 病 的15名 、非 病 的30名)

ナ リ.而 モ之 等 ノ中 ∴ ハ 脚 氣 ザ作 フモ ノ ア リ

.テ、 眞 ノ所 謂 甲歌 腺 機 能 κ 進 疲 患 者 ハ翁 ホ勘 ナ

キ モ ノ ノ如 シ¢即 チ卵舞犬腺 獅重 ノ75～80%ハ 翠 糸屯

性 ニ シ テ飯 塚 教授 等 ノ84%ナ ル成 績 二相 似 ス.

腺 腫性 甲駄 腺 腫 ハ 第1群 ニ ハ ナ ク、第2群 中12

名 ア リテ之 等 ハ スベ テ實 質性 ナ リ.爾 ホ膠様 性

甲歌 腺 腫 ハ3名 ヲ算 シ、實 質牲1名 、輩 純 牲2

名 ナ リ.

第{節 甲状腺肥大者 ノ血糖蛇 二血清沃度酸値 二就 テ



786池 内=活 動性結核 ヲ俘 フ"'ll・・一之 ヲ俘 ハ ザル甲状腺肥大症 二於ケル血糖 蚊 二血清沃度酸 順 二就 テ 【第19讐

甲状腺腫及ビバセ ドウ氏病工封 ス♪し基礎新陳代

謝方弧 沃度代謝方面 ヨ噸 察 セル業糸責・綴 調

i畿誤幾 多庵人二依 リテ登表セラしタル虚+り 。ド

而 レ共 一面 之 子含 水炭 素 及 ビ蛋 白 中 間 代 謝 方 面

ヨ リ観 タル業 績 ハ勘 ナ シ。

椎 フニ 含 水 炭 素 ノ代 謝 的 關係 ヂ指 示 一乳ル ノ基準

トシテ 血糖 微 量定 量 法 ア リ、 脂 肪 ノ尺 度 ト シテ

血 中 ヂコ し ステ リ ン」微 量 定 量 法 ア リ.蛋 白 質 中

間 代謝 關 係 洋指 示 セ ル モ ノ トシ テ血 清 沃 度酸 値

ノ測 定 ハ夙 二 ㈹ 古 武 教 授 等 ノ 提 唱 セ ラ レ シ盧

ナ リ.弦 二於 テ余 ハ 甲歌 腺 肥 大 者 二就 テ、 ソ ノ

血糖 拉 二血 清 沃 度 酸値 ノ雨 者 一弄測 定 ⊃、生 化 學

方 面 ノ探 索 テ ナ シ、 甲黙 腺 機 能 ノ基準 判 定 及 ビ

結 核 二 向 ヒ テ、 ソ ノ活動 性 ナ リャ 否 ヤ ノ判 定 二

資 セ ン ト企 圖 セ リ。

第 一 項 血 糖 量 二就 テ

全 被 検 者108名 ノ血糖 量 ・・第4表 二示 ス如 ク其

ノ李 均 値 ハ96ユ シテ 翼 二 余 ノ報 告 セ}レ健 常 者

李 均 血 糖 量90轟 比 シ、 僅 少 ノ高 値 ヲ示 セ リ(約

7%〉.之 ヲ群 別 二観 察 スル 汽 第1君 季轟 テノ・其

ノ李均 値91ニ シテ 全 卒 均 値 二比 シ梢 ミ低 値 ナ

ル モ余 ノ 肺 結 核 患 者 李 均 血 糖 量85ヨ リ 上 昇 セ

ル ーナ知 レ リ(7%内 外 〉。 爾 ホ第1表 ノ如 ク肺 結

核9重 、 中、 輕 症 二 分 チ詳 細 二観 ル ニ80以 下

殊 二70以 下 ノ低 血 糖 テ示x者 ハ重 症 者 二 多 ク、

甲 状 腺肥 大 テ俘 フ肺 結 核 患 者 ニ テ モ病 機 ノ進 展

第4表 全被検 者血糖 量

ト共 二 低血 糖 二傾 ク傾 向 テ有 セ リ。

第2群 ニ テハ其 ノ李 均 値100ニ シテ健 常 値 二比

シ、 約10%内 外 上 昇 シ且70以 下 ノ低 血 糖 者9

観 ズ。 コ ノ中 、 特 二結 核 性 疾 患 及 ビ脚 氣 等 テ合

併 スル モ ノザ除 外 セル所 謂 眞 ノ甲歌 腺腫 ト見倣

サ ル可 キ モ ノ30名(第2表 募 照 〉ノ李均 値 ノ・105

ニ シテ約15%内 外 ノ 上 昇 テ示 シ 明 力a高 血糖

ナ リ。

第3群 ニ テハ 健 常 値 ヨ リi遙カニ 高 ク、其 ノ李均

値112・ ・一シテ20%内 外 上 昇 スe但 シ10名 申3

名 ノ糖 尿 病 ヲ合 併 ス ル モ ノヲ含 メ リ。

次 二 第5表 二示 ス如 ク、 甲歌 腺 腫 別=・tw察 スル

へ 實 質 性21名 李均100ニ シテ輩 細 生77名 李

均95ヨ リ僅 か 二高値 ナ リ。 而 シテ 健 常1直 ヨ リ

夫 々高 ク前 者 ・・:・一テ ハ10%後 者 ニ テ ハ5～7%上

昇 セ リ.郎 チ 甲状 腺 肥 大者 ノ血糖 量 ハ…般 二 健

常 値 二比 シ高 キ傾 向 ヲ有 ス。殊 二 甲状 腺 機能 元

進 症 アル モ ノハ而 ラザ ル モ ノニ比 シ高値 ナ リ。

而 シテ結 核(殊 二活動 性 結 核)ノ 合併 アル場 合 ハ

梢 ≧血 糖 量 低 キモ 甲鍔犬腺 肥 大 ヲ俘 ハ ザ ル肺 結核

患 者 ノ ソ レニ比 ス レバ 爾 ホ高 カ ラ}乎.

第5表 甲状腺 腫別ニ ヨル血糖量(㎎/%)

第 二 項 血 清 沃 度 酸 値`沃 酸 僖 卜

略 稻 ス)二 就 テ

健 康者 ∴於 ケル 沃 酸 値 二 就 テ ・・余 ハ0.125～

0.135サ 以 テ生 理 的 動 援 範 園 内 トナ シ、 牛均 値

0ユ30ナ 得汐 リ.而 シテ0。136～O.150・ ・5輕度上

昇 、0.151～O、170テ 中等 度 上 昇 、0.171以 上 テ

強 度 ヒ昇 セ ル モ ノ トセ リ。 又 肺 結 核 患者 ノ該 値

李均 値 ノ、0、160ニ シテ病 機 ノ進 展 ト共 二L昇 ス

ルハ 漣 轟 余 ノ報 ぜ シ慮 ナ リ。 即 チ健 常 者 二比 シ

20～25%ノ 上 昇 牽 ヲ常 トセ リ,,

扱 テ全 被 検 者108名 二就 テ ノ成 績 ハ第6表 ノ如

ク、 其 ノ4£均 値 ハ0.161ニ シ テ肺 結 核 患 者 同様

健 常 値 二比 シ 中 等 度 上 昇'20～25%ノ 上}欝 ⇔

一_群
ヘ へ
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楓

第6長 全被楡 者血 清沃度酸値 ・'蛇、 第7表 甲状腺腫別ca97y血 清沃 度酸 植(耗 ノ

示 つ セ リe之 ヅ 群別 ∴観 察 スル へ 第1群 エ テ

ハ不 均 値O.168、 約25～30%上 昇i、 且肺 結核

患者 該 値 軍均 値 ヨ リ モ 尚 ホ 稽 ミ高 ケ、 彊 度 上

昇 ス,レモ ノ36名 中17名 、 即 チ約 孚 撒 テ算 シ殊

z・0.200'・ 示 スモ ノ2名 ア リc第2群 ニ テハ 李

均値0・155(15-20%上 昇〉、 中 等 度 上 昇 ス ル モ

ノ最 モ 多 シ。 第3群 ニ テハ スベ テ強}隻上 昇 一"シ

テ其 ノ本 均 値O.185・ ・實 二35～40%ノ 上 昇傘

ナ リ心

次 ・第7表 ノ如 ク、 實 質 性 ハ 眠純 性 ∴比 シ、 其

上 昇 率 ・・高 シ.即 チ前 者21名 準 均 値0.168ハ25

%、 後 者77名'ド 均 値Q.155ハ15～20%ナ9。

第8」 隻

今第2群 屯 前 項 孟於 ケル ト同様 、結 核 性 疾 患 ヲ

合 併 セル モ ノザ除 外 セル 所 謂眞 ノ甲 状 腺 腫 ト見

倣 サ ル可 キ30名 ノ李 均 値 ハ0・162caシ テ明 カ

ニ健 常{直出}ヒシ高 シ(第2表 勢 照 ・。 但 シ此 ・中

6名 ハ健 常 域 叉 ハ爾 ホ低値 ヲ示 シ タ リtS

郎 ヂ 糊 犬腺 腫 患 者 ノ沃 酸 値 バ ー 般 二健 常 値 工比

シ高 久20'2JYX上 ノ上 昇 率4示 ス事 多 ン 殊 二活

動 性 ノ結 核 デ俘 フ時 ハ其 ノ上 昇 卒 一 層 高 久 巨

肺結 核 患 者 雫均 該 値 ヨ リ爾 ホ高 キ事 履 丸ナ リ。

バ セ ドウ氏病 ニ テ ハ35努 以 上 ノ彊 度 上 昇 テ観 ル

事 稀 ナ ラズ。 而 シテー一般 二 甲状 腺 機 能 充 進 症 ア

ル モ ノハ無 キモ ノ轟比 シ高 値 ナ,レモ ノ ノ如 シ。

次 二第8表 二示 ス如 ク血糖b沃 酸 値 ト ノ關 係 デ

観 察 ス ル ニ雨 者 間 ニー・定 ノ關 係 ア リ ト俄 力轟噺

ジ難 シ。 爾 レ共 づ ノ爾 者 ヲ同時 二測 定 シ、 惟 フ

ニ、 若 シ雨 者共'ド均値 ヨ リ高 キ時 ハ 甲状 腺 肥 大

テ俘 フ結 核 愚者 ユ 於 テハ、 其 ノ結 核 ノ活 動 性 テ

血糖値y血 清沃 度酸値 トノ關係(第1群+第2群)

否 定 ナ シ得 ル ∴近 ク、 血糖 値 低 ク、 且沃酸 値 張

穫上 昇 セ}1時t}、 蓋 シ活 動 種 結 核 ナ,ttl;fVヵ ル

ベ シ
。

而 シテ此 ノ爾 者 ノ上 昇叉 ハ 下 降 率 轟 繍 リ、 甲欺

腺 ノ機能 如 何 一}xn,レ蓋 シ或 ノ擁呈度 ノ尺度1・モ ナ

ラ ン.カ カル故 轟血 繕 及 ビ沃 酸 値 ハ他 ノ種 々ナ

ル臨 脈 的知 見 ト共 二 甲歌 腺 肥 大 ・墜作 フ結 核 患 者

ノ結核 ノ活 動性 ノ判 定 轟向 ヒ テ、 將 又 甲黙 腺 腫

者 ノ甲状 腺 機能 如何 ガ1こ畦定 二向 ヒ テ或 程 度 資 ス

麩 アル モ ノト思 惟 サ ル.

第四節 慢性微熱 二剰 スノレ臨淋的考察

余等 ガ日常臨林一L・見原因不明 ト思ハルv微 熱 ヲ訴 へ、 或 ハ 自魔 シナ ク トモ微 熱 ヲ有 スル モ ノ
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二 遭 遇 スル事 多 シ.斯 か ・場 合 コ ノ微 熱 ノ原 因

ガ果 シテ結 核 性 ノモ ノナ リヤ 否 ヤ 藷鑑 別 ㌦ルハ

重 要事 ナ リ。所 謂 微 熱 ハ結 核 ∴ ヨ ・・事 ∫伐モ 多 ク、

epチ 結 核 ノ初 期 症 歌Lテ ノ微熱 ハ重 要 ナ ル症

黙 ノー一ハ シテー 般 ∴認 メラ ヌレ～レ所 ナ リ窃 而 レ

共 他面 結核 ノ他 轟 モ 、種 クナ ル疾 患 ガ 亦 同檬 ナ

ル慢 牲 微熱 テ 呈 スル事 子考 慮 セ ザ ル可 カ ラズ.

{39余 ノ今村 内科 外 來 患 者 ニ テ 慢牲 微 熱 ヲ呈 ス ル

387名 二歳 テ ノ'籍1験 テ 述 ブ レバ 内224名157。9

%〉 ハ結 核 牲 疾 患(内 活 動 牲 結 核128名 、 疑 活動

牲 結 核96名)・ …ヨ ルモ ノニ シテ94名(24.326}

ノ・臨 林 上 結 核 テ否 定 ナ シ得 ル ニ近 ク、 他 ノ疾 患

即 チ臨 鉢 上 非 結 核 姓 疾 患 ト認 メ ラル ル者 ナ リ.

爾絵 ノ69名(17、8z.pハ 相當 期 間 ノ 観 察 ニ ヨル

モ臨 躰 的 病 的 所 見 ガ認 メ得 ラ レズ所 謂 原 因不 明

ナ ルモ ノニ シテ、 夫 等 ノ多 クハ恐 ラ クハ無 害 牲

高 艦 温 症 或 ハ本態 的(罷 質 牲 ノ微熱 ト見 倣 ス可 キ

モ ノ ト思 惟 サ レ タ リ。

今 村 教 授 ハ 叩歌 腺 ノ多少肥 大 セ ル者 ニ シ テ他 ユ

認 ム可 キ疾 患 無 ク シテ微熱 哨 スル者 テ認 メ、

常 轟 甲駄 腺 ノ肥 大 轟{鍵 、セ ラ レタ リ.… 般 ニ バ

セ ドウ氏 病 乃 至 甲歌 腺機 能 κ 進 症 ノ盟 温 ハ甚 ク

不 安 定 且 履 ζ獲 熱 チ來 シ易 キ ハ周知 ノ事 實 ナ ル

ベ シ
。 無 論 此 ノ際 、 微熱 ノ原 因 タル可 キ種 々 ナ

ル 合併 疾 患 殊 二 活動 牲 糺 核 ノ有 無 藷嶺 重 二吟 味

ス可 キデ ア リ、 唯 輩 ナ ル所 謂羅 純 牲 ノ多少 ノ甲

獣 腺 肥 大 ノ ミテ以 テ病 的 ト爲 シ、 不 要 ノ安 静 テ

爲 締 シ メ、 叉 ハ治 療 惇爲 ス ハ務 メテ避 ク可 キナ

リ。 余 等 ハ時 二、 微熱 者 エ シテ、 或 ノ、輕 度 ノ甲

獣 腺 肥 大 アル モ病 的 ナ ラズ、或 ハ胸 部 「り 線 上

多 少 ノ肺 門 部 陰 影 増 茄 又 ハ肺 野 轟僅 少 ノ斑 歌 陰

影ff灰 沈 著 等 ノ所 見 ザ認 ム ル モ、 他 ノ臨 林 的所

見 ト共 二少 ナ ク 注 活動 牲 結 核 テ否 定 シ得 ル場

合 吻 論 結 核 以 外 オ後 述 ノ如 源 因 ヲ認 メズ〉

治 療 ヲ爲 升 ズ全 〃普 通 生 活 一博 ラ シ メ、 相 當 長

キ経 過 後 モ特 刷 異 常 ザ観 ザ ル バ カ、 ム シロ下

熱 テ來 乳如 キ症 例 ヲ経 験 つ し事 ア リ.

pa"一興 味 アル症 例 二就 テ略 蓮 セll・e第2表 第2

例 、 未 婚 女 子(25歳/約3ケ 月前 ヨ リ37度2、3

分 ・石定熱 ヲ認 入2、3馨 師 く内科 醤 、婦 入 科

醤 、 耳鼻 科 醤)ノ 治 療 ヲ受 ケ、 職 務 ヲ僻 シ、 紹

封 安 静 二近 キ療 養 生 活 ヲ密 ム モ下熱 セザ リキ,

艦 格 螢 養共 ユ良 好 。 多少 ノ甲駄 腺 肥 大 アルモ病

的 ノラ ズ 、 礎 熱 ノ原 因 ト認 メ得 ズ,胸 部 「レ」線

上 右 肺 門淋 巴 腺 陰 影 輕 度檜 加 ア ・リ ミ、 赤 沈 李

均 櫃10、 「ツ」反 鷹弱 陽 性 、1紅 糖 量95、 血清 沃

度酸 値0。144、 尿 、 糞 便 共 二異 常 ナ ク他 二病 的

所 見 ヲ認 メ得 ズ.登 熱 ハ全 ク不定 ニ シテ且 月経

ト ノ關 係 モ無 へ 依 ツ テ余 ハ ア ラユ ル治 療 テ 中

止 へ 漸 次 普 通 生 活 テ行 ハ シメ、時 々羅 過 デ観

察 セ ルニ登 熱 ハ 依然 認 メ タルモ以 前 轟比 シ上 昇

セ ■・,,4ケ 月 後 結 婚 シ、爾 ホ時 二歳熱 テ訴 ヘ タ

ル モ、 其 ノ後1年 絵 う・維 過 セ ル現 在分 娩 後 ハ全

ク綾 熱 ナ ク、 健 康 ナ ル家 庭 生 活 子螢 ミ、 大 イエ

感 謝 サ ル.

叉 、28歳 ノ男 子 、 微 熱 号訴 へ 且 特 剥 二結 核 二

封 ス ル恐 怖 感 テ懐 キ、種 々治 療 テ ナ セ リ.赫 経

質 ニ シテ輕 度 ノ脚 氣 テ認 ム ル モ他 二認 ムベ キ病

的 所 見無 キ故 、 余 ハ強 イ テ就 業 セ シ メ且 本人 ノ

好 ムrテ ニ ス」テ行 ノ・シメ経 過ffta察 哲 レニ約6

ケ月 後 ノ現 在 、爾 ホ時 二微 熱(37度5分 迄)ヲ 訴

フル モ性 頗 ル明 快 トナ リ、 以 前 ノ如 キ恐 葡 心 ハ

去 リ自 ラ健 康恢 復 セ リ ト喜 ブ。 要 ス ルニ微 熱 テ

有 スル モ認 ム ベ キ病 的 所 見 無 キ場 禽 普 通 生 活

デ行 ハ シ メ、微 熱 二封 ス ル恐 怖 的苦 痛 テ除 去 シ、

所 謂 精 紳 的 安 静 テ違 守 セ シムル事 ノ ミニ依 リ、

相 當 二数 果 アル場 合 ア リ。 而 レ共 無 論 微 熱 テ輕

視 ス可 キニ 非 ル ハ言 テ俊 タザ ル ナ リ。 要 ハ ソ ノ

原 因 ヲ充 分 二吟 味 シ、 長 キ経 過 観 察 テ必 要 トス

可 シ、 爾 ホ微熱 ノ範 園 、 持 績 期 間、 熱 型 等 ハ常

二考 慮 セ ザ ル尺 カ ラズ。

次 二結 核 疾 患 、 甲黙 腺 腫'・除 キー 般 二微 熱 ノ原

因 トシデ普 通 余等 ガ臨 林 上 考 慮 ス可 キ疾 患 二就

テ余 ノ経験 二 基 キ 略 述 セ ニ(詳 細 ハ叡 二大 阪 醤

嘱新 誌 上 ユ テ縫 表 セ リ)。

〈1)脚 氣 患 者 轟観 ラル ル微 熱 ハ脚 氣 自 身 二依 ル

モ ノナ リヤ、或 ハ 合 併 症殊 ∴潜 在 ス ル結 核 ノ夫

二 基 因 ス ルモ ノナ リヤ鑑 別 ス可 キナ リ窃 即 チ卿
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氣 ト結 核 ハ 恰 モ甲踊犬腺 腫 ト結核 ノ如 キ密 接 ナ ル

關 係 ナ有 シ、 屡 ミ合 併 シ 且 誤 認 サ レ易 キ 所 以

ナ リ鶏

脚 氣 患 者 ノ 禮 温 轟就 テハ 曾 テ青 山 教 授 ハ ザ脚 氣

ハ其 ノ経 過 中、時 二微 熱'f反 復 スル事 ア リjl・云

ハ レ、稻 田教 授 モ 「一 般 訟脚 氣 患者 ノ禮 濫 ハ 動揺

シ易 シ」1・云 ハ レタ ルモ、 島園 教 授 ハ 「脚 氣 熱 ・・

脚 氣 自身 轟 ヨル ニ罪 ズ.同 時 二存 在 ス ル漕 行 性

結核 二 却 レモ ノナ リ」 ト論 駁 セ ラ レタ リ.而 レ

共 多撒 ノ諸家 ノ成績 拉 轟余 ノ経 験 ヨ リ推 シ、 脚

氣 患 者 二微 熱 テ 作 フハ 略 ≧確 定 的 ナ ザ 恐 ラ ク

ノ・温 中梱 ノ植物 性紳 縄 機能 異 常 ナ ラ の ト同 時

二合 併 症 ニ ヨル微熱 ノ存 在 モ亦 否定 シ能 ハ ズ ト

解 ス可 キ乎e(2>微 熱 ト月経 トノ關 係ee生 理 的

月経 前熱 ハ 見過 孔ベ カ フザ ル図 子 ナ リ.殊 二紳

経 質 ナ婦人 二 観 ル 事 多 シ。 其 ノ他 慢 性 婦 入 科 的

疾 患 、《3>耳 鼻咽 喉 科 及 ビ爾 口腔 科 領 域 二原 獲

病 竃(例 之 慢 性 中 耳 炎、 慢 性 扁 桃 腺 炎等 戸 護 明

ス ・レ病 竈 感 染例e〈4)感 冒 、肺 炎 、 氣 管 支 炎 等

ノ呼 吸 器疾 患 ノ後 二緬 ク数熱r淋 巴腺 熱 、殊 ∴肺

門 淋 巴腺 炎等 ノ 結 核 性疾 患 ト混 同 諦 レ易 ⇒.

傷 〉慢 性 腎孟 炎 、 膀 胱 炎等 ノ泌 尿 器 系統 疾 患.

絹)冒 腸 炎 、 常 習 性 便 泌 、 脆 嚢 炎 等 ノ消 化 器 系

統 疾 患 及 ビ寄 生 贔 病 虹 ∴悪 性 腫 瘍 等.〈7>貧 血、

「ロ イマ ヂ 勺 、 心 臓 聡 膜 疲 等 ノ 循 環 器 系統 疾

患.⑱)張 度 ノ紳 経 嚢 弱 乃至 紳 経 質 等 ノ紳 縛 系

統 疾 患.但 シ輕 度 ノ紳 経 性 熱 ハ 、 一般 二微 熱 所

有 者 ガ添串経 質 ノ ノ、ユ 多 キ 事實 ニ ヨ リ.コ ハ ム シ

ロ無 害挫 高騰 温 症 ト見 倣 蝋孔可 キ ガ至 當 ナ リ ト思

惟 サ ル,

以 上 余 ハ比 較 的 遭 遇 乳ル 事 多 キ疾 患 轟就 テ略 違

シ タル モ、 其 ノ他 微 熱 ハ ア ラユ ル疾 ノ碁二・認 メ ラ

ル ルハ 當 然 ナ ゾゆ 而 モ 其等 ガ合併 ス ル場 合 多 ク

從 ツテ ソ ノ鑑 別診 噺 ∴際 シテハ充 分 愼重 ナ ル態

度 ヲ・ト拒可 キナ リ。

第四章 総括拉二摘要

微熱 所 有 著 ト結 核 、 砺 シテ甲 状腺 肥 大 、此 ノ3

者 ハ 不即 不離 ノ 關 係 ニ ア リテ 甚 グ 複 雑 微 妙 ナ

リ壱 微 熱 所 有 汚ニ シテ懸 々甲状 腺 ノ多少肥 大 セ

ル者 ア リ。 而 モ其 ノ程 度 知 むヤ殆 ン ド認 メ得 ザ

ルモ ノヨ リ、 明瞭 二大 ナ ルモ ノニ到 ・レ迄 、 千差

萬 別 、 其 ノ機 能 モ亦 花進 セ ル モ バ 實 質 性,、 正

常 又 ハ《氏下 セ かモ ノ1軍 系屯聖;三1等ア リ テ ー・定 セ

ズ.且 種 々ナ}レ疾 患 ト合 併 シ、殊 二結 核/l疾 患

レ ・其 ノ初 期 症 駄 ノ類 似 ㍗ レ黙 、 獲 現 ノ時 期 的

掛'致 つ レ貼 等 典 依 り混 同 サ し易 シ窃 或 ハ結 核

ノ症 状 ∴ カ ク し、 甲状 腺 腫 ノ不明 ナ ル事 ア リ。

或'・患 者 自 ラ結 核 ナ疑 フ者 ノ中 二非 壌1箱的 ノ軍 純

性1閉 犬線 腫 ア リ。 瀬 ラバ 果 シテ微 熱 ガ糊 犬腺 機

能 κ進 ニ ヨル モ ノナ リヤ、 或 ハ潜 行 ス ・レ結 核 ニ

ヨル モ ノナ リヤ、 或 ハ他 ノ疾 患 轟 ヨル モ ノナ リ

ャ ノ鑑 別 ∴困 難 ナ ル事 稀 ナ ラ ズ.斯 カ ル場 合 、

活 動 性結 核 叉 ・・之 溝近 キ疑 活酬 生結 核 ノ有 無 ラ

検 索 い レ・・最 重 要事 ナ リ。 惟 フ論 ザツ ベ ル ク リ

弓 反慮.赤 血 球 沈 降 速 度、 胸部 「レ」線 検 査等 諸

拶種 臨 沐 的 所 見 ト共 二
、 余 ハ霊旺糖 拉 二沃 酸 値 ノ測

宝 即 チ糖代 謝 及 ビ蛋 白 中間 代 謝 方 面 ヨ リ ノ検 索

ザ或 程 度利 用 恥 レ可 ヤテ提 唱 セ リ。 即 チ甲駄 腺

肥 大 者 ノ爾 値 ・… 般 ∴上 昇 スル 事 多 ク、 偲.共二

實 質性 ハ輩 純 性 二比 シ、 ヨ ・,高キ事 葺 リ含 承炭

素 代謝 障 碍 或 ハ 多 少 ノ肝臓 機能 障 碍 或 ハ丙分 泌

相互 ノ機能 異常 蚊 轟 蛋 白 中 間代 謝ソ 艇 内酸 化 機

能 低 下 一・惹 起 セル モ ノ ノ如 シ。 廟 シテ活 動 匪結

核 亭俘 ヘ ル時 ハKlx糖植 比 較 的 低 キ場 合 多 キ 轟反

シ、 沃 酸値 異 常 訓上 昇 セ リ.從 ツテ繭 値 共 二相

當 二上 昇 セ ・レ時 ハ大 観 的 轟結 核 ノ活動 性 壁 否定

シ得 ル ∴近 シ.

バ セ ドウ氏 病 二 食餌 姓 糖 尿 病 芦 ル ハ ク ラウ 大

北エ ウ ィヒ爾 者 孟依 リテ始 メ手記 載 サ レタル虚

ニ シ テ100grノ 葡 萄糖 ノ承 病 乱食 餌 性 糖 尿 ヲ惹

起 宏ル ニ充 分 ナ リ ト シ、 空 腹 時 二100grノ 葡 萄

糖 ヲ縄 口的 二 與 フ ル時、 健 康 者 二比 シ血 糖 ハ遙

力轟高 値 ヲ示 ス ノ ミナ 〉ズ、 過 血 糖 欺 態 延 長 ス

㍗云 ヒ、 絶 田川 モ糖 尿 ・標 属 ヲ肝 臓 機 能 障 碍 轟

夢
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蹄 セ シ メ タ リ。 鴫Kugelmannハ 「チ レオ トキ

シザシ.弓ノ肝 臓 ニ ハ 糖 原 ノ 貯 藏 減 少 スル ノ ミナ

ラ ズ、 過 剰 ノ果 糖 テ葡 萄 糖 二攣 化 セ シム ル能 力

鋏 乏'ヘ ル故 、 バ セ ドウ氏 病 二 於 ケル肝 臓 機 能 障

碍 ヲ含 水 炭 素 ノ申 間 代 謝 障 碍 ニ ヨル モ ノナ リ ト

セ リcソ ノ他 働倉 橋 、ζ32)小野 等 ノ報li{・アヲ テ肝

臓 機 能 障 碍 バ ー般 二認 メ ラ ル。 叉 繍武 谷 ハ 甲駄

腺 摘 出後 ノ血 糖 値 ハ極 メ テ僅 少 ノ低 下 テ示 シ、

且 「イ ン シ 」 ン」ニ ヨル糖 低 下 ノ著 シキ事 ヲ見

究 メ タ リ。 余 ノ第3群 二於 ケル成 績 モ其 ノ血糖

値 強 度 二高 ク、 且 糖 尿 テ合併 ス ルモ ノラ認 メ タ

リ。 次 二余 ノ甲歌 腺 肥大 者 二於 ケル沃 酸 値 ノ上

昇 ノ製 二報 ジ タル肺 結 核 患 者 轟 テ、 認 メ タル該

値 上 昇 同様 、 蛋 白 中間 代 謝 ノ龍i内酸 化 機能 低 下

テ意 味 スル モ ノ1・解 シ得 ベ ク、從 ツ テ肺結 核 患

者 轟 テ甲駄 腺 肥 大 ア リタル場 合 ハ、 ヨ ザ ー層 ノ

上 昇 テ示 スハ 容 易 二 肯 定 シ 得 ラ ル ル虞 ナ リ。

鴎 杉 田 ハ 白 米餌 養 家 兎 二於 テ
、 鱗:加藤 ハ結 核 生

菌 テ注 射 セ ル海狸 轟於 テ、 笠 北 村 ハ 種 々 ナ,t感

染 、 過 敏 症=於 ケル實 験 家 兎 二於 テs輸 飯 尾 ノ、

實 験 的狂 犬 病 家 兎 二於 テ、 夫 々該 値 二 關 ス ル報'

告 テ ナ シ、叉 縫9伽納 ハ腸 「チ フ ス」1£～者 二就 テ、

悩 中 條 及 ビ余 ハ肺 結 核 患 κ工就 テ同値 ノ上 昇 プ

報 ゼ リ.要 之 血 糖 及 ビ沃 酸値 ノ両 者 ハ他 ノ諸 種

臨 躰 的 所 見 ト共 ユ 甲封犬腺 肥大 テ俘 フ肺 結 核 患 者

ノ結 核 ノ活 重か性ノ周定 蛇 ∴El-iAft腺機 能 ノ「オ リエ

ンチー ル ング」as向 ヒ テ或 程 度 示 唆 タ 呪1ベ ク、

以 テ臨 林 所 見 ニ… 部 知 見 功 臣 ・得 タル モ ぐ ト思

帷 サ ル.

扱 テ 余 ハ98名 ノ甲歌 腺 肥 大 者 一・:}、合 併 々 レ結

核 ザ 中心 ト シテ第1群 、 第2群 二分 チ観 察3行

ピ タ リ(爾 ホ 別 二第3群 トシテバ セ ドウ氏 病 ヲ

モ 弩察 セ リ〉,,而 シ テ 余 ハ 第2群 中9名 ノ明 カ

ニ 甲 状 腺 機 能 〕鰯 謝 郵 致熱 ト思 ハ ル ル モ ・テ認 メ

タ レ ド聾 一般 二 多 ク ハ非 病 的 ノ輩 純 性 ノモ ノニ

シ テ特 別 治 療 ザ要 セ ザ ル モ ノナ リ.蓋 シ之 等 ノ

多 ク ハ殊 二 春 機 蕨 動 期 ∴ 多 ク観 ・レ膿 内 ノ新 陳 代

謝ソ 多少 共 虎涯 スル結 果 γラバ,Uレ ー徴 候 ト見

倣 や レ可 キ モ ノ カ、 或 ハ 父 常 習 性 高 職 盈症 、 無

害 牲 高 髄 温 症 、 温 中梱 ノ植 物 性 紳 経 機能 異常 症

等 々 ノ名i義ニ テ呼 バ ル可 キ モ ノナ ラ ンeカ カル

故 二 多少 ノ微 熱 ヲ有 ス トモ、 疾 患 トシテ取 リ扱

ハ ル可 キ モ ノ..::一非 ザ ル ナ リ。 第1群 ノ大 部 分 ハ

軍 純 性 ∴ シテ要 ス ル ニ 甲駄 腺 腫 別 ヨ リ観 レバ 、

實 質 牲 ハ勘 ナ シ.從 ツ テー 般 二比 較 的龍 絡 、榮

養 共 二佳 良 ナ ル モ ノ多 カル ベ シ。

而 シ テ甲欺 腺 肥 大 ガ直 接 二微熱 ノ原 因 ト認 メ ラ

ル ル例 ハ比 較 的 勘 ナ キ様 ナ ル モ、 之 ガ微 熱 ノ遠

因 トモ ナ リ、 殊 二潜 在 ス ル結 楓 脚 氣 等 ノ合 併

症 ノアル場 合 微 熱 ヲ來 シ易 キ ハ容 易 二想 像 セ ラ

ルル庭 ナ リ.事 實 余 ノ観 察 セ ノレ甲歌 腺 肥 大 者 ノ

66劣 二 微熱 テ認 メ得 タ リ。 次 デ 多キ主訴 トシテ

ハ全 身 倦 怠 、 心 悸 庵進 、 胸 痛(駆 迫 感 テ含 ムジ等

ナ リ。

近 時 國 民龍 力 堆}進ガ喚 起 ザ し、 各種 集 團 ノ健 康

診 断 ガ薯 及 サ ルル ニ ツ レ、 健 康 者 二於 ケ ル微 熱

ガ論 議 サ し、屡 く微 熱 所 有 者 二遭 遇 スル事 ガ判

明 シ、 該 症 轟 關 ス ル問題 ガ漸 ク諸 家 ノ問 二摸 頭

シ來 レ リ。 嚢 二 關 堂 野 前 教 授 ノ慢 性 微 熱 ヲ主 徴

トセ ル患 者 ノ 臨躰 的研 究 ノ成 績(同 氏 ハ鑑 別 診

断 ノ… 補 助 法 トシ テ特'吉 田 氏 反 慮 及 ビ電 氣 心

働 囲 曲線 テ指 摘 サ ル〉、岡 中 村 教授 ノ研 究 成 績 其

ノ他 多 ク ノ報 告 二接 乳.要 スル ∴余 等 ガ縷 性 微

熱 所 有 者殊 二不 明 ノ頑 固 ナ ル微熱 二 接 シ タル場

合 、先 ヅ結 核 テ聯 想h入 ルハ馨 師 ノ ミナ ラズ、 一一一一一

般 世 入 ノ常 識 タル感 アルモ、 余 ガ前 節 二 於 テ記

述 セ シ如 ク(無 論 結 核 性 微 熱 ガ 最 モ 重 要 ニ シテ

且 多撒 ナ ル モ〉、他 ノ微熱 ノ原 因 タル'可キ種 々 ナ

ル疾 患 ユ就 テ常 二 考 慮 ス可 キハ言 ナ俊 タザ ルナ
、

リ。 宜 シ 〃其 ノ鋸 易ll診断 立立二糸確過 観 察 ラ燵㌃重 ご・

行 ヒ、 以 テ適 寛 ノ虚 置 テ トル可 キナ リ。

摘 要

余 ババ セ ドウ氏 病 チ除 キ 如 レ甲欺 腺 肥 大 者 二就

テ観 察 スル事 軍欠 ノ如 シ。

(1)微 熱F有 ス ル モ認 ム可 キ病 的 所 見無 キ者 ∴

テ甲状 腺 ノ多 少肥 大 や レモ ノア リ.

(1>甲 状 腺 肥 大K・=.r.テ活 動 性 結 核 チ作 フ モ ノト

作 ハ ザ,しモ ノ ㍗ア リ テ、 後 者 ハ微 熱 ア ルモ非 病



第11號 】池 内=活 動性結核 ヲ俘 フ蚊 二之 ヲ俘 ハザル 甲状腺肥大症 二於ケ ル血糖 蚊 轟血清 沃度酸値 二就 テ791

的 ナ ル場 合 多 シ。

(1>甲 状 腺 肥 大 者 ノ甲状 腺 機 能 充 進 症 ヲ認 メル

モ ノ(實 質 姓 〉ハ比 較 的 少 ナ ク、 多 クハ 機能 充 進

ナ キ モ ノ(輩i純性)ナ リa

(1>甲 黙 腺 肥大 者 ノ血 糖 拉 二血 清 沃 度 酸値 バ ー

般 二上 昇 ス。殊 二實 質 性 ハ輩 純 性 二比 シ、 ヨ リ

高値 ナ ル場 合 多 シ。

(1>甲 歌腺肥大ヲ件 フ活動姓結核者 ノ血清沃度

酸値ハ強度上昇 スル轟反 シ、血1糖{直比較的低 キ

事多 ク、從ッテ雨埴=共二相當 ノ上昇ヲ認 メタル

時ハ0大 観的二結核 ノ活動姓テ否定ナ シ得 ル議

近 カラン。

欄筆二臨 ミ今村教授 ノ御指導蚊轟御校閲∴深謝

シ、爾 ホ西垣講師 ノ御助雷二敬意ヲ表 ス.
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 wurde, waren keine Schwankungen  wahrnehmbar. Durch einen mehrfachen  kiinstlichen 
Pneumothorax konnte jedoch in den Lungen eine Zunahme des  Jodsaure-Kaltewertes 
festgestellt werden. (Autoreferat.) 

 Ober den  Jodsaurewert des Blutserums bei  Lungentuberkulosen, 
         unter  besonderer  Berucksichtigung des Blutzuckergehaltes. 

                                    Von 

                            Hyoichiro  Ikeuchi. 

      (Aus der III. Med.  Klinik der  Kaiserlichen  Universiteit zu Osaka  und  dem  Takeo-Institut 
 fur Tuberkulose-Forschung,  Direktor: Prof. Dr. A.  Inzamura.) 

    Bei 112  LungentuberkulOsen habe ich den  Jodsdurewert des Blutserums mit ander 
eren klinisehen  Befunden-ROntgenbild der Brust, Tuberkulin-Allergie, Blutsenkungsgesch-

                                                                                                                                                  - windigkeit, Blutdruck, Blutbild, Blutzuckergehalt,  u. s. w. beobachtet, dass als  Erfolg 
des unnormalen Eiweissumsatzes, der  Jodsaurewert des Blutserums meistens ansteigt in 
Beziehung zu der Fortschreitung der Krankheit,  und zwar durchschnittlich 0.160 cc, also 

 20-30%,  hOcher als normale Wert. Zudem ist  noch zu  erwahnen, dass bei Verschlimme-
rung der Lungentuberkulose der Blutzuckergehalt abnimmt, der  Jodsaurewert des Blut-
serums dagegen aber zunimmt. In ganz schweren Fallen waren, jedoch  Ofter diese 

 Verdnderungen nicht  festzustellen.  (Autoreferat.) 

 Ober den  Blutzuckergehalt  und  Jodsaurewert des  Blutserums  bei von 
 Schilddrusen-Schwellung begleiteten  und nicht begleiteten aktiven 

            Tuberkulose. Nebst einer Klinischen Beobachtung 
 fiber leichtes chronisches Fieber. 

                                    Von 

                            Hyoichiro Ikeuchi. 
      (Aus der III. Med.  Klinik der  Kaiserlichen  Univeisitdt zu Osaka  und  dem  Takeo-Institut 

 Air  Tuberkulose-Forschung,  Direktor:  Prof. Dr. A.  Irnamura.) 

   Mit anderen klinischen Befunden habe ich bei 98 Kranken mit  Schilddriisen-Schwel-
lung—ohne typische symptome Basedowiseher Krankheit--den Blutzuckergehalt  und den 

 Jodsaurwert des  Blutserums untersucht. 
    1. Trotz des  Fehlen der aktiven Tuberkulose oder anderen Krankheit wurde bei 

einige  Kranken eine von leichtes Fieber begleitete leichte Struma beobachtet . 
    2. Die  Schilddrilsen-Schwellung tritt ohne oder auch mit  Lungentuberkulose  vor-

nehmlich in der  Pubertats-  und Jugendzeit auf ,  und zwar beim weiblichen Geschlecht 
 haufiger als beim  mannlichen. Es gibt  verhaltnismassig wenig  solche Kranke , bei denen 

eine Hyperfunktion der  Schilddriise  (Struma parenchymatosa) zu erkennen  ist , jedoch 
war bei einer Anzahl Struma simplex wahrzunehmen.
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    3.  Schilddrilsen-Schwellung begleiteten Lungentuberkulose haben  gewOhnlich  'einen 
 erhOhten Blutzuckergehalt  und  Jodsaurewert des Blutserums,  und zwar  solche mit  Struma 

 parenchymatosa einen  häheren als  kranke mit Struma simplex. Und bei aktiver Tuber-
kulose mit einhergehender Struma ist der  Jodsaure  wert des Blutserums stark gestigen, 
wogegen der Blutzuckergehalt in  zahlreichen Fallen meist  unverandert oder niedrig ist. 
Daraus  ergibt sich, dass beinahe  iiberall dort, wo diese beiden Wert  betrachtlich gestigen 
sind, die  Aktivitat der Tuberkulose verneint werden kann.  Autoreferat.) 

 Experimentelle Untersuchungen  iiber den Einfluss des Tuberkulins 

           auf Blutzuckergehalt  und  Jodsaurewert des  Blutserums 

                      bei  tuberkulósen Kaninchen. 

                                   Von 

                            Hyoichiro Ikeuchi. 

 (Aus der  ill. Med. Klinik der  Kaiserliclzen  Universität zu Osaka  und dem Takeo-Institut 
 far Tuberkulose-Forschung,  Direktor: Prof. Dr. A.  Imamura.) 

    1. Ich  babe  iiber einen zeitraums von 10  Tagen  taglich an gesunden  Kaninchen 
Tuberkulin—altes-Tuberkulin—albumosefreies Tuberkulin—Tuberkulin PPD (nach Seibert) 
oder sogenannte PPS  (nach Toda), eingespritzt u. dabei festgestellt dass eine Tendenz 
vorhanden ist, nach der Blutzuckergehalt zeitweilig abnimmt, der  Jodsaurewert des 
Blutserums dagegen aber ansteigt. Bei  tuberkulOsen Kaninchen ist diese Tendenz etwas 

 auffalliger festzustellen als bei Gesunden. 
    2. Unter normalen  Bedingungen oder in Zeiten, wo die Funktion der Leber  und 

des  reticuloendothelialen Systems gesteigert worden ist, durch Injektion von  Tuberkulin 
ist die Schwankung des Blutzuckergehaltes  und des  Jodsaurewertes klein, dagegen  ist 
sie jedoch stark bemerkbar in Fallen, wo Lebergift gegeben oder das reticuloendotheliale 
System blockiert wurde. 

    3. Die Schwankung des  Blutzuckergehaltes  und des  Jodsaurewertes des Blutserums 
ist unter nahezu  gleichmassiger Haut-Reaktion nach Injektion von PPD (nach Seibert) 

 und PPS (nach Toda)  verhaltnismassig gross. Ich glaube daher, dass die polypeptidische 
Substanz im Tuberkulin die Verminderung der Blutzuckergehaltes  und das Aufsteigen 
des  Jodsaurewertes des  Blutserums verursacht  und meinen, dass diese Annahme beson-
derer Beachtung wert ist. 

    4. In  taglicher ununterbrochener Injektion von Tuberkulin an gesunden  und  tuber-
kulOsen Kaninchen habe ich festgestellt, dass der  Jodsaurekaltewert der Organe der 
Nebenniere, Leber  und  Milz stark abnimmt, der der Organe der Lungen jedoch ansteigt. 

 (Autoreferat.)




